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公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
の
た
め
の
資
金
の
提
供
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
一
号

（
衆

）

議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
資
金
供
与
の
防
止
に
関
す
る
国
際
条
約
の
締
結
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
資

金
供
与
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
国
際
的
な
要
請
に
こ
た
え
る
た
め

既
存
の
テ
ロ
防
止
関
連
条
約
上
の
犯
罪

、

、

あ
る
い
は
人
の
死
又
は
重
傷
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
意
図
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
住
民
を
威
嚇
し
又
は
政
府
等
に
何
ら
か
の

行
為
を
強
要
す
る
等
の
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
資
金
を
提
供
す
る
等
の
行
為
を
犯
罪
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ

う
な
犯
罪
行
為
の
実
行
を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
た
資
金
等
に
つ
い
て
没
収
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

「
公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
」
の
意
義

、
公
衆
又
は
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
外
国
政
府
等
を
脅
迫
す
る
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
犯
罪
行
為
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

１

人
を
殺
害
し
、
凶
器
使
用
等
に
よ
り
傷
害
し
、
略
取
・
誘
拐
し
、
又
は
人
質
に
す
る
行
為
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２

航
行
中
の
航
空
機
又
は
船
舶
の
航
行
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
等

３

暴
行
若
し
く
は
脅
迫
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
航
行
中
の
航
空
機
若
し
く
は
船
舶
を
強
取
し
、
又
は
ほ
し
い
ま
ま
に
そ
の

運
航
を
支
配
す
る
行
為

４

爆
破
等
の
方
法
に
よ
り
、
航
空
機
又
は
船
舶
を
破
壊
し
、
そ
の
他
こ
れ
に
重
大
な
損
傷
を
与
え
る
行
為

５

爆
発
物
を
爆
発
さ
せ
、
放
火
し
、
又
は
そ
の
他
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
方
法
に
よ
り
、
電
車
等
の
公
用
若
し
く
は
公
衆

の
利
用
に
供
す
る
運
送
用
車
両
、
公
園
等
の
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
施
設
、
一
定
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

施
設
、
そ
の
他
の
建
造
物
等
を
破
壊
し
、
そ
の
他
重
大
な
損
傷
を
与
え
る
行
為

二
、
公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
の
た
め
の
資
金
提
供
の
処
罰

１

情
を
知
っ
て
、
一
の
公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
の
実
行
を
容
易
に
す
る
目
的
で
、
資
金
を
提
供
す
る
行
為
を
処
罰

す
る
。

２

法
定
刑
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
と
し
、
公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
の
実
行
の
着
手
前

に
自
首
し
た
場
合
は
、
刑
を
必
要
的
に
減
軽
又
は
免
除
す
る
。

三
、
公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
の
た
め
の
資
金
収
集
の
処
罰
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１

一
の
公
衆
等
脅
迫
目
的
の
犯
罪
行
為
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
の
実
行
の
た
め
に
使
用
す
る
目
的
で
、
資
金
の

提
供
を
勧
誘
し
、
若
し
く
は
要
請
し
、
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
資
金
を
収
集
す
る
行
為
を
処
罰
す
る
。

２

法
定
刑
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
と
し
、
二
と
同
様
に
、
自
首
の
場
合
は
刑
を
必
要
的
に
減

軽
又
は
免
除
す
る
。

四
、
そ
の
他

所
要
の
国
外
犯
処
罰
規
定
を
設
け
る
ほ
か
、
前
記
の
犯
罪
に
お
い
て
提
供
さ
れ
た
資
金
等
を
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
上
の
犯

罪
収
益
と
し
、
当
該
犯
罪
収
益
の
没
収
や
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
行
為
の
処
罰
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
疑
わ
し
い

取
引
の
届
出
制
度
の
範
囲
を
拡
充
す
る
な
ど
所
要
の
法
整
備
を
す
る
。

五
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。


